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B.自 由 研 究
Jiルプ7ルプミンよりみた霊長頬骨格筋の特性



























































































































小林 隆 (京大 ･霊長研)
都井岬の半野生馬 (御崎馬)の生態については
これまで今西､畢木､加世田らによる報告がある｡
今西の研究は､人工的間引きのため成雄の極端に
少ない状態 (約100頭中3頭)の下で行なわれた｡
現在では間引きが緩和され､約90頭中12頭が成雄
(5歳以上)である｡また黒木や加世田の研究で
は､馬の集団編成の一日～数日間の中での変化に
ついては述べられていない｡
本調査は､性比の変化後の御崎馬個体群のうち
小松ヶ丘個体群の集団編成に焦点を当て､特にそ
の季節変化と生態･生理学的な要因の変化との関
連を明らかにすることを目的とした｡
調査の結果､春 ･夏期において小松ヶ丘個体群
は､3つの集団形態､すなわち(I)申班校雌からな
るハーレム (春3-4例､夏4-6例)(2)母子群
(春1例､夏0-1例)(3)若者集団 (両性､雄､雌
の3形態がある｡春0-2例､夏0-1例)､に
分かれて生活していることが判明した｡ここでは
ハーレムの編成についてのみ要約する｡
各ハーレムは両季節を通じてほぼ同じ地域を占
めていた｡春に較べ夏には行動域が拡大し､隣接
ハーレムの行動域との重複が増加したが､春と同
様なわぼり行動は見られなかった｡
ハーレムのメンバー構成は春に較べて夏の方が
安定して串り､ハ-レム内の個体間距離も夏の方
が小さかったO春には､雌は短時間ハーレムを離
れて単独に､または他の雌と共に遊動する個体が
多かった｡それに対し､夏にはほとんどの雌が終
日特定のハーレム雄と遊動を共にした｡
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